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翻
小
祝
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二
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に
て
も
候
や
不
詳
。
只
今
御
固
に
有
之
宮
田
一
家
、
宮
回
一
家
の

者
共
皆
右
の
米
業
に
て
無
之
候
。

妻

木

左

兵

衛

子
孫
有
無
不
知
候
。
元
和
以
来
の
士
幅
慨
に
も
妻
木
氏
無
之
候
。
末

葉
一
因
不
僻
承
候
。

右
四
十
員
の
子
孫
有
無
之
儀
、
有
樺
武
貞
考
定
之
。
去
年
十
月
御
尊

に
付
被
上
候
。
自
民
長
十
九
年
甲
賞
、
至
今
設
享
保
十
三
年
戊
甲
、

凡
百
十
五
年
の
聞
に
し
て
存
亡
如
此
。

一
、
鳩
鼻
先
生
致
仕
願
に
つ
き
来
書
(
一
)

先
生
前
世

老
来
乎
痛
今
以
て
爾
々
無
之
致
難
儀
候
。
営
月
中
旬
よ
り
引
錨
罷
在

候
。
共
上
呼
吸
短
促
、
御
城
内
歩
行
仕
候
に
も
息
切
れ
致
難
儀
候
。

夫
故
先
日
役
儀
断
り
申
上
、
御
赦
免
被
遊
候
様
に
奉
願
候
。
定
て
御
赦

菟
可
被
成
と
存
候
。
只
今
命
下
る
を
相
待
ち
罷
在
候
。
勿
論
私
相
勤

候
て
、
上
の
御
矯
に
も
罷
成
儀
に
候
へ
ば
、
地
陀
倒
れ
申
迄
も
相
勤

可
申
候
得
共
、
只
今
何
の
役
に
も
立
不
申
候
て
ぷ
ら
/
¥
仕
罷
在
、

御
役
料
を
徒
に
食
申
事
も
安
心
不
仕
候
。
営
年
七
十
一
陀
罷
成
候
へ

ば
致
仕
の
節
と
存
候
。
御
仁
思
を
以
て
御
菟
許
被
下
候
は
ど
、
引
飽

候
て
飴
命
を
遺
綿
花
付
し
‘
死
を
相
待
申
発
悟
に
候
。
親
戚
を
始
め
今
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に
不
及
候
皆
被
仰
出
供
。
拙
者
事
凶
丸
へ
御
附
被
遊
‘
聞
も
無
之
役
儀
一

御
断
申
上
候
へ
ば
、
如
何
願
の
通
り
早
速
御
赦
菟
被
遊
侠
儀
難
叶
奉
一

存
候
所
.
不
存
寄
結
構
被
仰
出
難
有
仕
合
に
奉
存
候
。
上
に
も
老
人
一

の
儀
故
御
優
思
に
て
、
如
此
被
仰
出
候
事
別
て
感
戴
仕
事
に
御
座
候
。
一

此
遁
り
に
候
へ
ぽ
緩
々
保
養
可
仕
と
、
先
々
致
安
堵
候
。
以
上
。
一

一

、

米

倉

純

負

夜

来

飯

島

高

太

夫

の

自

害

一

享
保
十
三
年
二
月
十
四
日
東
都
青
山
議
大
火
。
此
時
米
倉
観
負
ハ
以
下
一

股
実
〉

米
倉
純
負
家
来飯

島

喜

太

夫

去
十
四
日
背
山
出
火
の
趣
、
主
人
級
負
へ
卒
爾
成
俄
第
申
問
、
書

上
相
違
主
人
迷
惑
仕
候
。
依
之
主
人
申
分
の
た
め
切
腹
仕
候
。
明
日

御
披
露
可
被
下
候
。
奉
願
候
。
以
上
。

二
月
十
九
日

右
一
遺
書
の
末
に
老
母
方
へ
、

春
毎
に
花
を
見
捻
る
膝
が
ね
も
時
と
知
・
な
ば
名
践
を
し
ま
じ

右
の
通
り
加
藤
摘
次
郎
門
前
に
て
致
自
殺
候
。
摘
次
郎
よ
り
此
趣
申

上
候
に
付
、
報
負
御
磐
め
の
隷
立
候
事
。

可
観
小
鼠
巻
二
十
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少
し
勤
候
様
に
と
建
て
申
候
得
共
、
去
就
の
儀
は
と
か
く
獄
断
不
仕

候
は
で
は
決
し
不
申
候
。
不
惑
の
人
と
難
申
談
候
故
、
被
仰
出
無
之

内
は
蛍
地
に

τも
縫
に
も
不
申
聞
候
得
共
.
貸
様
御
使
公
へ
は
格
別

に
候
故
申
進
候
以
上
。
四
時
世
話
。

一
、
鳩
巣
先
生
致
仕
願
に
つ
き
来
書
(
二
)

周
年
=
月
廿
七
日
夜
昏
の
内

拙
者
役
儀
断
の
儀
前
書
に
有
培
申
進
候
。
臭
詰
の
面
々
は
惣
て
願
の

儀
、
先
づ
経
御
内
意
、
共
上
に
て
表
向
よ
り
申
上
候
。
共
故
先
頃
中
嶋

備
前
守
・
薮
主
計
頭
拙
者
共
此
衆
の
支
配
に
候
故
、
右
雨
人
へ
寄
付
を

以

τ申
建
候
趣
、
私
儀
先
年
西
丸
奥
儒
者
に
被
仰
付
.
御
役
料
拝
領

軍
昼
雛
有
仕
合
奉
存
候
。
然
所
に
一
一
閉
年
別
て
老
衰
仕
り
、
共
上
手

足
し
び
れ
痛
み
、
第
一
呼
吸
短
促
、
御
按
内
往
来
仕
侯
に
も
息
切
れ
難

儀
仕
候
。
共
犯
付
御
役
儀
御
断
申
上
度
奉
存
候
。
此
段
日
本
紳
以
て

傷
無
之
候
。
以
御
慈
悲
役
儀
御
赦
菟
被
遊
被
下
候
様
に
奉
願
旨
申
入

候
所
、
十
日
程
過
候
て
、
思
召
も
有
之
候
間
‘
先
づ
願
指
止
可
申
皆
御

側
衆
被
申
聞
候
故
、
先
づ
奉
長
官
御
鰭
申
上
候
所
に
、
此
廿
一
日
御
側

衆
大
久
保
伊
勢
守
殿
を
以
て
被
仰
渡
候
除
、
私
事
年
罷
寄
動
方
難
儀

仕
皆
被
聞
召
候
。
向
後
御
番
相
勤
申
に
及
不
申
候
問
.
気
分
も
宜
時

分
御
勝
手
攻
第
に
可
罷
出
候
。
朔
撃
に
も
天
気
悪
敷
時
分
は
‘
罷
出
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一
、
成
田
明
遠
の
僻
世

予
畢
友
成
岡
明
遼
稀
宇
兵
衛
。
享
保
十
二
年
了
未
七
月
朔
日
病
死
し

ぬ
。
臨
絡
の
前
僻
世
の
和
献
を
詠
4
1
0

如
左
。

人
は
四
十
に
た
ら
ね
程
に

τ死
し
た
ら
ん
と
そ
、
め
や
す
か
る
べ

け
れ
と
云
ひ
し
は
、
働
者
の
限
よ
り
と
そ
。
薄
は
人
の
た
つ
と
ぷ

所
に
し

τ
、
短
命
を
ね
が
ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
更
也
。
し
か
れ
ど
も

詩
夫
は
命
あ
り
。
い
か
ん
と
も
す
べ
き
に
あ
ら
や
。
わ
れ
今
年
三

十
七
に
し
て
世
を
僻
せ
ん
と
す
。
歌
の
遣
は
も
と
よ
り
し
ら
ね
ど
、

筆
に
ま
か
せ

τゆ
か

り

の

人

民

残

し

置

け

る

。

明

逮

今
更
に
何
か
を
し
ま
ん
誰
と
て
も
限
り
あ
り
け
る
命
と
訟
も
へ
ぽ

一
、
鳩
山
県
先
生
へ
薮
主
計
頭
の
挨
拶

拙
者
只
今
臭
に
て
の
支
配
、
中
島
備
前
守
・
薮
主
計
頭
爾
人
民
候
っ
主

計
頭
者
共
先
飽
薮
内
匠
と
・
甲
候

τ、
秀
吉
相
州
北
保
障
の
時
分
、
波
法

勘
兵
衛
と
同
敷
山
中
城
を
乗
取
申
候
。
中
村
式
部
攻
口
に
て
の
儀
に

て
候
。
共
嫡
流
は
細
川
越
中
守
家
に
罷
在
候
。
右
主
計
頭
は
支
流
に

て
御
座
候
。
飴
程
器
量
有
之
人
と
相
見
え
申
候
。
此
皮
私
優
恩
の
命
有

之
時
分
謝
僻
申
入
候
所
に
、
此
上
は
随
分
保
養
侯

τ長
命
に
可
罷
在

候
。
御
用
有
之
段
に
候
へ
ば
、
共
元
へ
の
御
用
は
大
切
の
事
に
候
旨

三
八
九




